
心ゆたかにたくましく

かしこく成長する

「たかせの子」

７月７日（火）第２回全校集会でした。今回は、運

営委員会の「お知らせ」を記載したいと思います。

運営委員会からのお知らせです。先月の代表委員会

で、７月のめあてが決定しましたので、お知らせしま

す。７月のめあての一つ目は、「友だちと仲良くする

ために、ていねいで正しい言葉づかいをしよう」です。

みんなで言ってみましょう。さん、ハイ！みんなであ

たたかい気持ちですごせるように、相手の気持ちを考

えたあいさつや、言葉づかいをしましょう。二つ目は、

「高瀬っこの約束を守ろう」です。みんなで言ってみ

ましょう。さん、ハイ！もう７月に入って１週間にな

ります。これらのめあては守られているでしょうか。

運営委員が放送でも呼びかけていますが、教室に掲示

している「高瀬っ子の約束」を確認して、みんなが気

持ちよくすごせるように全校でがんばっていきましょ

う。これで運営委員会からのお知らせを終わります。

今年もまた、高瀬小学校にとてもすてきな「七夕

の笹飾り」が登場しました。２ｍ以上あるこの立派

な竹は、卒業生である佐藤倖好さんのお父さん（誠

さん：軽井沢）から毎年ご厚意でいただいているも

のです。本当にありがたいかぎりです。この立派な

竹に、例年たかせっ子一人一人の願いを下げている

のですが、今年は、なんと吹き流しのぼんぼりの部

分を、１８名のボランティアの人たちがつくってく

れました。全校のみんなのため、高瀬小学校のため

に、昼休みを使ってがんばってくれた人たちを、と

ても誇らしく思います。本当にありがとう。自分以

外のことに思いを寄せ行動に移せるこの姿が､じわじ

わと高瀬小学校全体を包んでくれることを期待して

います。保護者の皆様も、子どもたちの願い（世界

平和から身近なところまで多様な願いが書かれてい

ます）を、

是非学校に

見に来ませ

んか。お待

ちしており

ます。

Ｎｏ.９ 令和２年7月8日 保護者地域の声を学校へ
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今日は、「四つ葉のクローバー」の話です。

みなさんは、これまで、友達とけんかをして、気持

ちが落ち込んだり、お父さんやお母さんや先生に叱ら

れて、自信をなくしてしまったりしたことはありませ

んか？自分が気にしていることを言われて、心が傷つ

いてしまったことはありませんか。そんなときは、な

んだかやる気も出てこないし、遊んでいてもつまらな

いですよね。

そんなときは…「四つ葉のクローバー」のことを思

い出してほしいと思います。

みなさん！「四つ葉のクローバー」を知ってますよ

ね。クローバーの葉っぱは、普通は何枚ですか？そう

です、３枚ですよね。だから四つ葉のクローバーが見

つかると、とても嬉しいので、「四つ葉のクローバー」

はラッキーアイテムなんですね。

突然ですが、ここでチコちゃんからの質問です…「四

つ葉のクローバーは、なぜ四つ葉になるのでしょう

か？」これは実際に 2018 年９月７日の「チコちゃん

に叱られる」で放送されたものですが…みなさん分か

りますか？…その時のチコちゃんの答えは…「事故に

遭ってしまったから」だそうです。意味が分かります

か。「ボーとしてませんか？」

そこで、調べました。クローバーは、エンドウマメ

などと同じマメ科で、茎の一部や根が冬になっても枯

れない多年草で、一年中、野原などで見ることができ

ます。茎や葉が成長するのは春から夏にかけてで、茎

は地面をはうように約１５〜２０センチメートル伸び

ます。伸びた茎には顕微鏡でないと見えないくらい小

さい「原基（げんき）」という葉っぱの赤あかちゃん

ができます。この部分が、人に踏まれるなどして傷が

ついてしまうと、二つに分かれてしまうことがあるの

だそうです。そうするとクローバーは、その傷を治そ

うとして、たくさんの栄養を出すのだそうです。その

たくさんの栄養で、踏まれて二つに分かれてしまった

赤ちゃんの葉が、それぞれ大きな葉に育ち、「四つ葉

のクローバー」になるのだそうです。

ラッキーアイテムの「四つ葉のクローバー」の元は、

誰かに踏まれてできた傷だったのですね。その傷を治

そうとする力で、「四つ葉のクローバー」ができるの

ですね。

みなさんが、友だちとけんかをして落ち込んでいた

り、気になることを言われて悩んだりすることは、ク

ローバーの赤ちゃんの葉が、誰かに踏まれて傷ついて

いるのと同じようなことではないか、と校長先生は思

うのですが、どうでしょうか？

傷ついたクローバーが、その傷を治そうとする力で

「四つ葉のクローバー」をつくるように、みなさんが

今、落ち込んだり、元気をなくしたり、悩んだりして

いることを乗り越えていくと、そこに新しい幸せが待

っているのではないかと思うのです。

もしも今、みなさんが元気をなくしていたら、この

「四つ葉のクローバー」の話を思い出して、それを乗

り越えていく勇気をもってください。そ

して、素敵な「四つ葉のクローバー」に

なってください。終わります。

【チコちゃん答えを知っている人がなん

と５人もいました。もの知りですね。】


